
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

　
一 農山 村 出身者 の 地 域間移動と教 育

一

〜 高度経 済成長期の 中学校卒業者 の 追跡調査 〜

○岡崎 友典 （放送 大学）

　岩瀬 章 良（放送 大学
・
非常勤）

　春日 清孝 （明治 学院大 学・非常勤）

○ 冨江 英俊 （日本女 子体育大 学）

　小 針 誠 （日 本学術振興 会特別研 究員）

○ 大 畠 常靖 （放 送 大 学大学 院 ・
修士 全 科 生）

1．は じめ に

1）本研究の 目的

　本研 究は高度産業社会 に お ける教育の 果 た す役

割と課題 に っ い て 、「都 市と農村」、
「中央と地 方」の

間で の 人 口 の 流動性 、とくに 居住地 の 移 動 を伴 う

「地域間移動 」の 分析 によっ て 明 らかにす ることを目

的として い る。

　現代 日本は大都市圏域だけで なく地方都市圏域

で もさまざまな「都 市病珊 現象が進行 して い る。 とり

わけ子 どもや家族をめぐる問題は 深刻である。農山

漁村地 域にお い て も産業基盤が脆 弱なため後継者

の 確保が 困難とな り、家族 ・集落 の 解体 が 際 立 っ
。

　この ような社会問題は 、第二 次世界大戦後 の 地

域開発政策 に起 因して い る。 日 本列 島全域で の あ

まりにも急激な人 口 の 分布変動、なか で も大都 市地

域 へ の 人 口 集中は 、人 々 の 生活基盤 ・生活環境を

劣悪なもの にして きた の で はない か 。

　現代 日本の 農村の 多くは ジャ ン
ーベ ル ナ ー

ル
・シ

ャ リエ の い う「農民なき農村 」で ある 。 都市 的な生活

様 式を身に っ けた 農業経 営者 は 自らを 「農民 」と意

識しない 。しか しながら僻地農村には 「伝統的な農

民 」が、古 い しきたりを守 りながら、ときに は排他的・

保守的と非難されなが らも、ス トイッ クなあるい は禁

欲的な生活を送っ て い ることも事実である。

　近年 、山村 留学や 自然体 験を 目的的とした教育

実践が、この ような地域で展 開されるの はなぜだう

か 。 失われた 「地域社 会 の 人間形成機能 」が そ こ に

存在す るからで はない か 。
い ずれ に しても「都市と農

村」、「中央と地方」とい っ た図式で現代 の 日本 社会

をとらえるこ とに よっ て 、そこ の 内在する教育上 の 課

題を析出す るこ とがで きると考え、以 下 の 調査 を行 っ

た。本報告はその
一

部で ある。

2）研究の 方法

　人 口 移動の 社会学理 論に つ い て は、富田富士雄

は、（i ）、社 会適応 論 、（li）、類型論、（hi）、要因

論に 大別 して い るが、本研究で は要因論 の うち、とく

にE ．G ．ラーベ ン シ ュ タイン の 法則を継承する、　E ．リ
ー

の （a ）、始発 地に関係 の ある要因、（b）、到達地

に関係 の ある要因、（c）、介在的要因、（d）、人格的

要因の 枠組み に 沿 っ て い る。

　本調査 は、昭和 30 年代か ら 40 年代の 高度経済

成長期に、地方の 農山村 の 中学校 を卒業した人 々

（現在 40歳代後半か ら 60歳代前半）の居住地移動

の 実態を、生活史 （ライフ ヒス トリ
ー

）を詳細 にたどる

形 で分析するもの で あ り、始発地 」は 長 野県 の 東部

地域 （佐 久地方）の 中山間地 、千曲川の 上流域に あ

るK 町とした。

　K 町 の 人 口 は 1955 年約 9700 人、2000 年約 6000

人 で、世 帯数 は 1900 で 世帯分離は 少なく
一

定 して

い る。1970 年代 には周辺地 区 の 農業集落 の 町 の 中

心部 へ の移転 （「集 落移転」）も行われ て い る。高原

野菜の 産地 であるが、産 業別就 業 人 口 比は、第
一

次 25％、第二 次 30％、第三 次 45 ％ で、農 山村とは

い え生活圏域中心 の 「小都市」で ある。なお 、現時

点での 「到 達地 」は東 京大都市圏域とK 町 の 日常 生

活圏域に大別される。

　調査対象者は 組合 立 K 中学校 の 昭和 30， 35，40，
45 年度 の 4 時点の 卒業生全員 （1060名 ）。 中学校 卒

業時点 で の 進路 （就職・進 学・家居）をもとに、同 窓

会名簿、町人 会名 簿、電 話 帳、また地元居 住 の 同

級生 へ の 聞き取りな どで 現住所 を確認 で きた 728 名

に 、郵送法に よる質問紙調査を、平成 14 年 8 月 と

11 月 の 2 回 に分け実施した。有効回収数は 178名

（回収率 24．5％）で あっ た （表1 − 1 参照）。

　調査項 目 は家族、職業・資格、居住地移動、生 活

満 足度、地域イメ
ー

ジ 、 余暇活 動 、 生涯 学習などで

ある。今回 は このうち、「家族」（冨江）と「職業・資格」

（大畠）に 関する部分を報告する。満足度（人格的要

表1−1調査票 発送数及 び回収数（発送率及び回収数）

　 　 　 　 　 年度 別

　 　 卒業生 発送数 発送率

30年 　 327　 224

35 年　 190 、149

40 年　3241228

45 年 　2191127

合 計 1060728

68，578
．470
．45868

．7

県外 県 内 地元 合計

発送数 回収数 回収 率 発送数 回収 数 回収率 発送数 回 収数 回 収率 発送数 回 収数 回収 率

1083229 ．6641421 ．9521528 ．82246127 ．2
642234 ．447919 ．1381026 ．31494112 フ．5
フ023132 ．9681623 ，5901516 ．722854 　 　 23．7

35　　 4　 ．11．441 　 ・　 1229 ．3516 オ1．812722 　　 17．3
277　　　81　　i　29．2　　　220　　　51　　　23．2　　　231　1　46　　　19．9　　　728　1　178　i　24．5
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　因）に つ い て は 、今回 の 大 会で岩瀬章良が別 途

「移住 ・定住 と満足度 」として報告する 。 なお 、移動類

型 は 「県外居住」 45％、「県 内居住 （Jター
ン を含

む）」 29％、「地元居住 （U タ
ー

ン を含 む）」 26％ で

ある。

3）調査結果の 概 要

以下 の 分析 に関わる調 査結 果 の 概 要 （対象者の

特性）を、表 1− 2〜表 1 − 6に 示 した。   中学時代

と比 べ た 「現在 の 暮らし向き」に つ い て は 性別、卒業

年度、現住 地 （移住 定住）による差 が 認 められ る 。  

生活の拠点となる「住居形態」で は、「持ち家一
戸

建 」が9割を占める。県外移住者 で も極め て 高い の

が 特徴とい え る。  地元 （始発 地＝出身地）へ の 帰

省の 頻度は 、卒業年度に より異なる。男性 よ りも女性

が、県内よりも県外移住者 の ほうが 、 帰省頻度が高く

なっ て い る。  同窓会・
同期会へは居住地 により差

はあるが6割 が参加 して い る。い 。これは 回答者 の 特

性 とい える。  進 路別 で は 「子 どもとの 同居希望 」は

高校進学者 の ほ うが 「同居 しない 」の 割合が高 い 。

  配 偶者 に っ い て は 、県外 が 3割を 占め るが 、
「就職」 「各種 ・専門学校 」 で は 地元 が多 い 。
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表1−2中学生時代 と比 べ て現在 の 「暮 らし向き」と 性 別、卒 業年 度、移 住・定住

性別　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業年度 移住定住
含計

男 女 　 　　 　30年度　　 　 35年度 40年度　　 　45年度 県外移住　　 県内移住 U ターン 移像経験なし

とても豊か になった 3336 ．7覧 35 　140．2覧　 2643 ．3鮪　　153a6 覧 2037 、Q橘　　7　　31、8％ 26　　3ZI瓢　 25　　」 49．o覧 1135 、5覧 538 ．5鴨　 6738 ．1覧
まあ豊か になっ た 3943 、3％ 38　 143 、7覧　　2846 ．7覧　 　 1536 ．6覧 2138 ．9％　 13i59 ．1覧 3745 ．7曳　 21412 覧 13419 瓢 6462 ％　 丁丁 438 ％

どちらともい えな い一 1617 ．8覧 10 ｛ 1、5瓢　　 46 ．7瓢　　 U26 ．8醫 101a5 ％　 　 14 ．5瓢 ‡5 蛋8．5鮨　 　 35 ．9覧 619 ．4覧 2154 ％　 26148 瓢

あまり豊かではない 22 ．2艶 33 ．4％　　 23 ．3馬 2a7 覧 　　 1 生 5覧 22 ．5留 　 　 23 ．9覧 13 ．2瓢 52 ．8覧

豊かに なっ て い ない 唱 1．1覧 11 ．眺 11 ．2覧 10 ．6覧
合計 901000 ％ 8710 位0　　 60100 ．0％　 4i100 ．0覧 餌 曜00．0覧　 22100 ．081IDO ．0覧　 51100 ．α覧 31100 ．σ監 13100 ．0　 176100 ．α監

表1−3居住 形 態 と 性 別 、卒業 年 度、移 住 ・
定住

性別 卒粟年度 移住定住
合計

男 女 30年度 35年度 40年度 45年度 県外移住 県内移 住 U ターン　 移住経験な

持ち家
一

戸 建 8088 ．9覧 80　 920筅 56933 瓢 37　 90、2覧 4787 ．o覧 2090 ．9篇 73go ．囈％ 4384 ．3覧 30　　96．8覧　　13100 ．01599Q ．3覧

66 ．7％ 2　　 2．3監 23 ．3％ 2　 　 4．9覧 47 ．4、 44 ．9％ 4 フ、8覧 845 瓢持ち家 マ ン シ ヨン．．．一「胃．L「
貸家

一
戸建一1」「1 广一

貸蜜 マ ンション

222 鴨 L11 ．9篇 14 ．5％ 11 ．2覧 1　　 3．2覧 21 ．1覧
22 ．2拓 4　 14 ．5黠 23 ．3鮎 1　 i2．4覧 23 ．7％ 14 ．5覧 22 ．5拓 47 、8鷲 634 瓢

その他 1　　 1．1覧 葡 112 艶

．−L
　 I 106 覧

合計 9D10DO 腸 87　 10060 　 100．α瓢　 41　 100．0覧 54100 ．0覧 22100 ．　　 81100 ．α夥 511100 ．0覧 3聾　 1QQ．0覧　 13　 100．0176 　 1DO．0覧

表1−4地元 （始発地）へ の 帰省の 頻度と性別 、卒業年度、移住・定住

掃省の 頻度 一… 性別 卒業年度 移住定住
合計

男 女 30年 度 35年度 40 年度 45 年度 県外移住 県内移住

月 1回 7　　 13．5、 竃o14 ．7％ 49 ．5覧 414 ．8覧 616 ．2覧 321 ．4覧 142 α 0監 36 ．0鮎 1714 ，2瓢
2〜3 ヶ 月に 1回 611 ．5覧 」319 ．1％ 37 ，1覧 518 、5覧 718 ．9瓢 42a6 覧 1217 ．1覧 714 ．鯲 1915 ．8覧

年 2・3回 1223 、偶 142 α6覧 1023 ．B鴨 414 ．8覧 924 ．3覧 321 ．4覧 1420 ．0覧 1224 ．0篤 2621 ．7瓢
年凅 1528 ．8瓢 1319 ．1覧 122a6 覧 829 ．6曳 616 ．雅 214 ．3覧 1318 ．巴％ 1530 ，0鵯 2823 、3曳
2〜3年 に 1回 47 ．7、 　i　 57 ．4覧 49 ．5覧 27 ．4瓢 38 ．1覧 34 ．3瓢 612 ．O瓢 97 ．5鴨
ほ とんど　 っ てい ない 8i5 、4覧　　 1319 ．1瓢 92 縮．4晃 4148 鴨 616 ．2覧　　 2 亅4．3％ 1420 ．0覧 714 ．0郭 211 ア、5覧
合言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52　　　100．0覧　　　68　　　100．眺　　　　42　　　100．眠　　　　27　　　10α 0覧　　　37　　　100，0覧　　　14　　　100．0覧　　　フ0　　　100」0瓢　　　50　　　10α鯔　　　120　　　100．鯲

表1−5中 学校 の 同期会 ・同窓 会 へ の 参加 と 性別、卒業年度、移住・定住

性別　　　　　　　　　　　　　　 卒業年度 移住 定住
合計

男 女 　　　 30年度 35年度 40 年度 45年度 県外移住 県内移住 Uターン 移住経験なし

必ず出席する 1617 ．8覧 龜518 ．5覧　 1321 ，3艶 821 ．6覧 6115 瓢 419 ，0覧 10i2 ．8髄 7　　 14．3覧 724 ．1％ 6　　 42．眺 30　　 17．6馬
できるだけ出席する 4246 ．7覧 3239 ，5覧　 2541 ．0覧 2156 ．8粍 20385 筅 838 ，亅％ 2937 ．2％ 24　 49．0覧 1655 ．2咒 535 ．7覧 74　　 43．55
参加したい ができない 1415 ．6覧 22272 覧　 132t3 覧 4 ‘α8覧 1530 ．8馬 314 ．3覧 2025 、6覧 12　 24．5覧 25 ．9覧 214 ．3覧 3621 ．2覧
ほとんど参加で きない 182 α0覧 1214 ．8瓢　 1016 ．4覧 41 軌 8覧 lo19 ．2覧 628 ．6％ 1924 ．覇 6　　 12、2瓢 413 ．B％ 17 ．1％ 3017 ．6％
合計 90100 ρ瓢 811DO ．　　 6堊　 100．0髫 3710C  0銘 5210 α 0祐 2110 α0　 78 匸0α 0覧 49　 100．Q覧 29100 ．O覧 94 筆0α0覧 17010 α0覧

表1−6中卒後進路 と 将来の 子 どもとの 同居の 希望 表 1−7中 卒後の 進路 と配 偶者 の 出 身地

既に同居 てきれば同居 同居しない 子供は い ない 合計 地元 佐久地方 県内 県外 合計

高校 10　　 8．9瓢 3127 ．7瓢 6457 、1覧 76 、3瓢 112 高校 1916 ．8鮪 39　　 34．5％ 1916 ．8祐 3531 ．0覧 112

専 各 550 ．o箔 550 ．α陥 10 専各 44 α D覧 330 ．0覧 33 α 0瓢 田

就 職 5　　 12．2覧 1843 ．9％ 1741 ．5瓢 12 ．4瓢 41 就職 1536 ．6瓢 717 ．1瓢 512 ．2覧 1434 ．1覧 41

家居他 583 ．3覧 116 ．7％ 6 家居他 116 ，6覧 116 ．6覧 466 ．8覧 ヒ　 6

合計 15　　 8．9、 59134 ．5瓢 8751 ．5覧 84 ，7黔 169 合計 3923 ．1覧 4727 ．8覧 3」 18．3覧 5230 ．8覧　　169
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2 ．地域間移動と 「家族」

1 ）分析 の視点

　地域間移動に 「家族 」 とい う要因 は どれだ け関

係 して い る の か に つ い て 、考察する。分析に あた

っ て 、 2 種類 の 「家族 」 を設 定す る こ とに す る 。

1 つ は 、属性 と して の 「自分 が 生まれた家族 」（定

位家族）で 、もう 1 つ は自分で 選択 した 「自分が

築い た家族」 （生殖家族）で ある。こ の 2 つ に 分

類 して 、い か に 「家族 」 が地域間移動 に関連 して

い るの か 、検討 して い く こ と に す る。

2 ）分析の結果

  最初に、「自分が築 い た家族」 に っ い て 検討す

る 。 表 2−1 は 、 地元 （K 町）を出た理 由 で あ る が、
「自分 にあ っ た仕事が な い 」 と並ん で多い の は、

「結婚」で あ る。性別 で み る と女性 で は 過 半数が

「結婚 」 とな っ て い て 、「移 住 ・定住 」 パ タ
ー

ン

別 で は 、「県内移住 1 に お い て 「結婚 」 に伴 う地

域移動が多くな っ て い る 。

表 2−2 は、配偶者 の 出身地 と現在 の 居住地 との ク

ロ ス 表 で ある。　 配偶者が県外出身だ と現在 の 居

住地 も県外で あ り、配偶者が K 町 出身だ と現在 も

K 町在住 で ある とい う明確 な傾向 が あ っ た。将来

に 子 どもと同居 し た い かの 希望 は 、表 2−3 の よう

に な り、男性 の 方 が女性 よ り同居希 望が多く、現

住地別 で は差異 はみ られ な い 。

  次に 「自分が生 まれた家族」 に つ い て み る 。 表

2−4 は、き ょ うだ い 構 成 と 「移住 ・定住 」 パ タ
ー

ン との 相関をみ た もの で ある。同性 の 出生順位が

1番 目か 2番 目以降か 、すなわ ち 「長男長女か否

か」 で 比較 した 。 そ の 結果、同性 の 出生順位 が 1

番 目の 者は 「U ターン 1 「移住経験な し」 が多い

の に 対 して 、2 番 目以 降の 者 は 「県外在住」 が多

い
。

こ の 傾 向は男性 に顕 著 で 、「長 男 が 地 元 に 残

り、家を継 ぐ1 とい う傾 向が ある とい え る。

　表 2−5 は、「U タ
ー

ン 」 経験者 に 、U ターン し

た理由を聞い た もの で ある。最も多 い の は 「親 の

面倒 を見 る」、2 番 目に多い の は 「親 の 仕事を継

ぐ」 （24．1％）で あ り、親に 関す る 理 由が上位を 占

め て い る。表 2−6 は、地 元 を離れ た者 を対象 と し

て 「K 町 に ど の 程度 の 頻度で 帰省す る か 」と、「K

町 に親 が在住 して い るか 」 との 相 関で あ る 。 親が

在住し て い る者ほ ど、頻繁に帰省する と い う結果

とな っ た。現住 地別 で は、表 1−4 にあ るように、

「県内 」よ り 「県外 」の ほ うが 帰省 の 頻度が 多い 。

3）考察

　以上 の 結果 か ら、地域 間移動 にお い て 、家族 の

要因 は 大きく関係 して い る、と考え て よ い で あ ろ

う。 中で も、 老年期 の 親 の 面倒を 、 長男が見る と

い うケ
ース が 類推 され る の で あ る。

　本調査 で の 対象者は、高度経済成長期を担 っ た

世代 で あ る。高度経済成長期 にお い て は、農村か

ら都市 へ の 人 口 大移動が起こ り、農村 の 地 域社会

は 、解体 とも言え る変容を とげた とされ て い る 。

こ の 人 口 移動や地域社会の 解体 と軌 を
一に し て 、

家族 の 形態も変わ り、農村社会の 「大家族」か ら、

都市社会 の 「核 家族 」 へ と、家族 の 特徴 が 変化 し

た と見 る向きも多 い 。

　 しか し、今 回 の 調 査 で 浮 かび上 が っ て きた の は、

「親 の 介護」 などの 側面 で 、依然 と し て 「伝統的

な家族観」が色濃 く残 っ て い る とい うこ とで あ る 。

社会移動研 究 で は、地位達成や職業移動 とい っ た

観点か ら地域移動が語 られ る こ とが多 く、そ こ に

教育に よ る学歴 達成 が 関連 して い る とされて い

た 。 しか し、こ の 分析 で 明 らか と な っ た 「家族」

とい うこ と も、地域間移動 の 要因とな っ て い る の

で ある。移住 「第
一

世代 」 は始発 地 の 農山村との

っ なが り （紐 帯）をそ の まま維持 して い る の で は

ない か。こ の 点 を今後の 研究 課 題 と した い
。

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 （冨江 　英俊）

表 2− 1 地元を出た理 由
性別 移住パ ターン

合 計 一
勇 女 県外移住 県内移 住 U ターン

自分 に合 っ た仕 事 が ない 32，4 43．2 21．6 35，1 　 26 ．7． 34．5

地元 に 行きた い 学校が ない 6．1 9．5 2．フ 6．8 2，2

都会 の 生 活へ の憧 れ 9．5 10，8 8．1 13，5　 　
． 4．4

10．3　　．
6．9

家族 ・子 供 の た め 1，4 1．4　　 11 ．4 α O　　　　I　　　 2．2　　　　
1

　　　 3，4　　　　一 「
親に すすめ られた　　　　　　　　　　　　．． 4．1 1．4　 1　 6．8 4．1　　　　　　　　2．2　　　　　　　　6，9
友人 ・知 人 の 誘 い 0．7

→
0，0　　 　　　 1．4 0，0　　　　　　　　0．0　　　　　　　　3．4

一．．一．
一凵．．幅．「「「一
結 婚 30．4

了
8．1　 　　 　 52．7 ．1

　　　　　．．．
27，0　　　　　　48．9　　　　　　 10．3　　　　　　 ．．．
　 　 　 　 　 13，3

　　　　　　　　　　　　　　　 ．．．
そ の 他 15．5 25．7　 　　 　 5．4 13．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24，1
（実 数 ） （148） （74）　 　 　 （74） （74＞　　　　　　　（45）　　　　　　　（29＞
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表2−2 配偶者の 出身地と現在 の 居住地

現在の 居住地
配 偶者の 出身地

合計
K 町 佐 久 地 方 県内　

・
　 県外

K 町 24，7 51．3 31．3 12」　 　1　 5．7
県内 29．3 12．8 45，8 66．7 3，8
県 外 46，0 35，9 22．9 21．2 90．6
（実数） （174） （39） （48）　 ！　 （33） （53）
｝　：口 言　rこ1ま　　　　　　　1　　　　日　　

、

表2−3 将来 の 子 どもと同 居希望 と性別

性 別 現 住 地
合計

男 女 県外 県 内 地 元

既 に同居 して い る 9．8 10，3 9．3 89 14．0 6．8
できれば同 居 したい 34．1 42，5 25．6 32．9 36．0 34．1
同居しない 51．4 40，2 62B 53，2 48．0 52．3
子 どもはい ない 4，6 69 2．3 5」 2．0 6，8
（実数） （173） （87） （86） （79） （50） （44）

表2−4 きょうだ い構成と移住 パ タ
ー

ン

同姓で の きょうだい 順位
合計

1番上 2番 目以 降

県外移住 46．2 33．3 55．7
県 内移 住 28．4 31，9 25．8
U ターン 17，8 22．2 14．4
移住経験なし 7．7 12．5

一一
　 41

（実数） （169） （72＞ （97）

表 2−5U タ
ー

ン した理 由（以 下 の 選択肢から2つ 選択）

合計 （実数）

地元に 仕事が見つ か っ たか ら 20，7 （6）
親 の 仕事をつ ぐため 24．1 （7）
田 畑をつ ぐた め 17．2 （5＞
親 の 面 倒をみ るた め 41．4 （12）

お墓 の 面倒をみ るため 3．4 （1）
こ の 地域の 自然や 人 々が好 きだか ら 6，9 （2＞
よそ の 土 地に なじめ なかっ た か ら 10．3 （3）
よその 土地であまりよい こ とがなか っ たか ら 0．0 （0）
生まれた 土地 に もどりた か っ たか ら 13，8 （4）

その 他 20．7 （6）

表 2−6K 町 へ の帰省の 頻度と、 両親が在住か

合計

両 　 の どち

らか が在住

両 　 と い

　 ない

月1回 14．2 244 8，0
2〜3ヶ 月に 1回 15．8 22、2 12，0
年2 ・3回「．　 21．7 26．7 18．7
年1回 23，3 15．6 28，0
2〜3年に 1回 7，5 8．9 6，7
ほ とん ど帰っ て い ない 17．5 2．2 26．7
（実数） （120） （45 ） （75）

3．地域間移動と「職業」
・「資格亅

1）分析の 視点

　調査 の 対象者 は 、 日本経済の拡大期に 中学を卒

業して い る。神武 景気 （ピ
ー

クは昭和 32年）、岩戸景

気 （ピ
ー

クは昭和 36 年）、オリン ピック景気（ピークは

昭和 39年）、い ざなぎ景気 （ピークは 昭和 45 年）等

の 日本経済 が 10％以 上 の 経済成長を続けて い た時

期で ある。神武景気 の 反 動で 「なべ 底不況 （昭和 32

後半 か ら昭和 33 年）」とい われた 不 況期でも、経済
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成長 は 8，7％ある。こ こで は、職業 と資格 につ い て 、

卒業年度に よる変化、また、移住・定住に よる相違を

中心 に分析を行う。

　 2 ）分析 の 方法

　調査票 で、職業にっ い ては、「学卒後 い ちばん長

くしてきた職業」と「現在の職業」に つ い て、「  農業

自営業者   農業 関係 の 勤 務  商工 ・サービス の 経

営  民 間 （事務系）勤務  民間 （技術系）勤務  公

的企業勤務  パ ー
ト  無職」の 中から選択 させた 。

さらに、具体的な職業を自由に記述させ た。また、配

偶者にも同 じ設問を行っ た。資格に つ い て は、資格

の 「  ある  ない 」を選択させ 、さらに、取得した資格

を3つ 以内で 自由に記述させ た。

　 「学卒後い ちばん長くして きた職業」の 選択肢 、  

  を 「自営業者」、      を 「民間勤務j、  を 「公 務

勤務」とした。パ
ー

トは 自由記 述 を参 考に分類した 。

なお 、   無職 は除 い た 。

　 資格は、「学卒資格」、「業務資格」、「趣味教養」

の 3つ に カテ ゴ リ
ー

化した。具 体的 な資格 との 関係

は 表 3−1 に 挙げたが 、「学卒資格」は学校・専門学

校で学ぶ こ とが 資格取得 の 条件になっ て い るもの を、

「業務資格」は 直接職業に 関係する資格を、「趣 味

教養」は直接職業に関係しな い と思われるもの をカ

テ ゴ リ
ー

化した 。 なお 、「自動車運転 免許 」は 今回の

分析 か らは除 い た。

　 3）分析結果

　  職業と卒業年度の 関係 を分析すると、表 3−2 で

示す 通り、民間勤務群が 50％で 、自営業者群と公

務勤務群が共 に 25％で ある。 年度別 に見ると、 30年

度と35年度は同傾 向を示すが、40 年度は 自営業者

群が最多で 40％を超える。45 年度は 民間勤務群と

公務勤務群が 同値で 40％弱で あっ た 。 性別との 関

係で 見ると、表 3−3の 示す通 り、 女性 の 40年度の 自

営業者は 47％、45年度 の 公務勤務は 57％あり、女

性に この 傾 向が 顕著 で ある。

　   職業と移住・定住の 関係は 、表 3−4 で 示す通り、

県外移住群、県内移住群 ともに、民間勤務が 50％

を超 える。U タ
ー

ン 群で は 自営業者が多く、移住経

験なし群で は 公 務勤務が 50％ で ある 。
これ は、学卒

後地元 の公 共機関に勤めたもの で ある。

　 年代とも関係 が あるが、表 3−5で 性別 を見ると、男

女ともにU タ
ー

ン 群 に 自営業者が 多い 。親 の 職業を

継承する場合も多い が 、美容院、飲食店 の 新たな開

業もある 。

　   資格 と卒業年度、資格と移住・定住の 関係を見

ると、資格が 「ある」と回答した調査対象者は 135 名、

そ の うち 自動 車免許だけを記 入 した回答者は 24 名

である。従 っ て、サン プル 数は 111 で ある。卒業年度

との 関連は、表 3−6 で 示す通 り、どの 年度も、 業務 資

格 の 割合 が高く、学 卒資格 、趣 味教養 の 割合 が 低

い。業務資格だけに 注 目す る と、そ の 割 合が年度ご

とに低下して い る。移住・定住との 関連は 、表 3−7 で

示す通 り、県内移 住群 、U タ
ー

ン 群 で は 業務資格 の

割合が 高く、県外移住 群で は低い 。県外移住群で

は 相対的に学卒資格の割合が高い
。 移住経験 なし

群では、学卒資格取得者が い ない 。こ の 時期に は 、

県外 （大都市 圏）で は、資格取得の 機 会が多く、また、

資格 を必要として い る職 種 が 多か っ た が 、地元 の 職

種で は、学卒資格 の 必 要性が低か っ た可能性があ

る。

　  資格と職業の 関係は、表 3−9 で 示す通り、民間

勤務群で は 業務資格取得が 90％を超え 、 自営業者

群 で は業務 資格 の 割合 が低 下し、相対 的に学卒資

格、趣味教養の割合が高い。美容師、栄養士 などの 、

独 立 自営 に 結び っ く資格を得 た可能性 が ある。公

務勤務群 に は 学校や 福祉施 設な どを含む ため 、教

員、看護師等の 学卒資格取得者が多い
。 性別 の 相

違をみると、表 3−10 で示 す通り、男女の 相違が顕著

で ある。男性の 自営業者で は 、業務資格が 100％ で

あるが、民間勤務群でも90％を超え 、 公 務勤務群 で

も 80％に近 い
。 公 務勤務群 の 男性 に業務資格が 多

い の は、大型自動車免許や技術指導などの 必要性

が 高く、職業の
一

環として 取得 した 可 能性 がある。女

性は 男性 に 比較 して 業務資格 の 割合が 低 く、公 務

勤務群では他 の 資格と同値である。

　 ［考察］

　 本報告 で み て きた通 り、職業及 び 資格取得 に つ

い ては、卒業年次、移住・定住、性別 に より、大きな

相違がある 。 職業で は 、 男性 は民 間勤務 55％、自

営業者 、公務勤務の 合計が 45％であるの に対し、

女性 で はそ の 割合が 逆で ある。資格 に お い て も、男

性 の 業務資格が 90％超に対し、 女性は 50％未満で

ある。既婚女性は配偶 者 の 転勤や 出産 ・子育てなど、

勤務を中断 した可能性がある。そ の ため、復職する

ときに も生 か せ る、汎用性 の あ る学卒資格を取得し

た可能性がある。 さらには、女性 には、美容師や看

護師など、働きな が ら取得で きる学卒資格が 当時か

ら多くあっ た。女性 に は、趣 味教養 の 資格取得 の 割

合も高い が、「美容 師
一

着付 け」、「教員一
マ
ー

チ ン

グバ ン ドライセ ン ス 」な ど、趣 味教養と考 え られ て い た

資格が学卒資格と結 び っ き、より広範な職業を可 能

に して い る。

　 この ような異なっ た 種類 の 資格を組 み合 わせ るこ

とが、生涯 学習体制が整備され て い くなか で 、就職

の機会を拡大 し、 性別 に関わらず職業の 幅を広げ る

こ とになるの で はない か。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （大畠常靖）
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表3−1資格分類の 詳細

学卒 資格 看護師 社会教育主事 保育士 牛の 人 工 授精師 栄 養士

教員免許 看謹教員・研修認定 美容師 理 容師

業務資格 危険物取扱者 大型自動車運転免許 躙理師 防火管理 者

　　　　　　　．
電気関係 の資格 施工 管理 士

介護福祉士 機 械 操作 関係の 資格 簿記 機械保守 衛生管理 士 宅建主任

介護 ヘ ル パー ケア マネージャ
ー 税理士 行政 書士 消防設備 士 パ ソ コ ン

運行管理者 1 級ボイう一技士 LPG 圧そう技能士 劇物取り扱い ボイラ
ー
技士

自動車整備工 金属熟処理 技能士 計測士 クリーニ ング師 建設に関するもの 建築の資格

自動車普通 2種 建築物環境衛生管理技術者 珠算 実験動物取扱主任 社会保険 労務士 木造建て方主任

無線従事者免許 ソフ トウ ェ ア 仕様分 析 校正 職薬訓練指導員 臨床検査 技師 販売士

旅行 取り扱い主任者 1．「．．．．．．．．．、一．．．．．．．’
趣味教養 華道教授 レケリェ

ー
シ ョ ンインストラクタ

ー
着付け 編物教師 和戴検定 3 級 ス ポーツ指導者

茶道教慢 マ ーチングバン ドライセンス 書道師範 c級ス ポーツ推進員 バ トミン トン 3級 審判

表 3−2職 業 と卒 業 年 度 表3−4職業と 移住・定住

卒桑年度
合計

移住 ・定住

30年度 35年度 40 年度　　 　 45 年度 県外移住　 　　県内移住 Uターン 　　 移住経験なし
合計

自営業者 713 ．8瓢 7　 118．9瓢 2041 ，7鮨　　 422 ．3％ 3824 ．7瓢 1420 ．5覧　　 818 ．2鴬 1344 ．8瓢　　 2　　 16．7瓢・一←一
24．2覧丁．11．皿

民間勤務 3262 ．8瓢 22 　 　 59．5覧 16　．．．一．33．4鴨　　 7．．τ广1 ヒ 38．9％ 7750 ．Q瓢 3652 ．9覧　　 27r61 ．4％ 1034 ．5覧　　 4　 133．3覧
　 3ア．「「．．．．囲．．．．n
　 7750 ．3髯

公務勤務 1223 ．5、
　　18
　　 21．6覧 1225 ．0％　　 738 ，9％ 3925 、3瑪 1826 ．5覧　　 920 ．5黠 620 ．7覧　　 650 ．σ賜 3925 ．5瓢

合計 51100 ．Q髭 37 　　 100 ．0覧 48100 ．0％　　 18100 ．α鴨 15410 α0％ 6810D ．O覧　　44100 ．O覧 2910 α0瓢　 12　 11QO．0男 153100 ．Q覧

表3−3仕事と卒業年度（性別 〉 表3−・5仕事と移 住・定住 （性 別 ）

卒業 年度
合計

移 住
・
定住

合計
30年度 35年度 40年度 45年度 県外移住 県内 移住 U タ

ー
ン 移住経験なし

自営業者 　 3ヒ tO．α隔 214 ．3鴒 10137 ．0覧 327 ．3覧 1822 ．0％ 517 ．9粍 28 ．3覧 840 ．α箔 222 ．2％ 1721 ．脳

男
民 間勤務 1860 ．脇 1178 ．5％ 、o　

l37 、0艶 45．5％ 4453 ．7％ 1864 ．3％ 1666 ．7％ 840 ．σ％　　．　 2内 222％ 46．54、3覧
公 務勤務 930 ．0箔 17 ．1筅 725 ．9覧

5327

．3覧 2024 、4覧 5　 i17．9覧　　1
625 ．0覧 420 ．0％ 555 ．6覧 20　 、24．7覧

含計 30100 ．0覧 14100 ．0瓢 27100 ．0覧 11100 、0瓢　 82100 ．O覧 28 旨10α0％ 24　　 100、0覧 20100 、0覧 9iO α o覧 81　 m α0曳

自営菜者 4　 口 9．0％ 5　　 20．7％ 104 フ．6瓢 1114 ．3瓢　 2027 ．8覧 922 ．5覧 6　 、30．0％ 555 ．6覧 20　 セ 27．8覧

女
　 14r．．」ゴ「66．7覧 11　　 47．8、 628 ．6鴒 2 …28．6瓢　 3345 ．8覧 1845 ．0覧 亅155 ．0覧 222 、2覧 2　 ．66．7覧 33 旨45．8瓢　　i　　　　．醐民 間勤務　．．「齟一．．．．．．

公務勤務 314 ．3篤 7　 ！30．4鮨　 1523 ．B％ 457 ．偶 　　を926 ．4覧 1332 ．5覧 315 ．O瓢 2222 瓢
寸
1　 　 33．3覧 1926 ．4覧

合計 211GO ．OX　 23　 100．0％ 21100 ．O％ 7100 ．0篤　 7210 α 0％ 40100 ．0覧 20100 ．0覧 9 霊00．0覧 310D ．O瓢 72100 ．0％

表3−6資格 と卒業年度

卒菜年度

30 年度 35 年匿　 　　 40 年度 45 年度

学卒資格 5　17・5覧 39 ．1瓢　　 1015 ．4、 4　114β覧

業務資格． 1「．ゴ．T「．r、T．57185 ．1、晒．
七「万募

．　 25陌．．．」凵一．．．．78、8％　　4975 ．4髄 1970 ．4覧
趣味教養 4

．．．一．一．．
12．1覧　　 69 ．2、 414 ，8覧

67　 100 ．O瓢 33i100 ．O、　 65100 ．σ鴨 27100 ．0覧

表3−7資格 と 移住・定住

　　 　　　　　　　　 移住・定住

県外移住

16一
62一
12一
90

17、8S68
．9×

13、3x100
．e髄

県内移住

3　 16 ．3×
44　　 91．7S1
　　 2，IS4S
　 100．0覧

U ターン

3　　 7．5S33
　　 82．5×

4　 i10．O覧
4e　　　lOO．0瓢

移住経験なし

11　 ｝84．5瑪
2　 …15．4×
13　　100 ．0鴨

合計

22　　 11．5×
150　　．　7B．5×
1gi9 ．9X
　　　
191 　　 100 ．眠

表 3−8資格 と 職 業 表 3−9資格 と 職 業 （性 別 ）

合計
職業

合計
自営業者

　　　　　 職榮．一．一．．．．．．1．．ゴ广．．．L ．．．．．．一．．．．．一．．．一一
　　　　 民間勤務　　　公 務勤務 自営 業者 民間勤務 公務勤務

学卒資格「．．．．．
　55

　　 13．5、　　 55 ．9％　　 1120 ．σ％ 211 象．9瓢 学卒資格 … 34 ．2％ 3　　 9．7覧 64 ．9瓢
集務資格

十

294 丁蹣 ．＿ 91、8覧　　 32　　　　．．．．．．．58、2覧 13978 ．5、
男

業務資格
　 　 旨
20100 、0％ 6995 ．8監 24　　 刀 ．覇 11391 、9覧

趣味教養 3

　 　 　 788

．1覧　　 22 ．4覧 1221 β咒 179 ．6覧 趣味教養 4　　 12．9覧 4　 13
β曳

37100 ．0篤　 B5　i100、0覧 55100 、0鴨 177100 ．0覧 含計 20100 ．O％ フ2 毛oqo 覧 311100 ．  1231100 、0覧

学卒資格 529 ．4覧 2　 日 5．4覧 8
遇

瀦 15　　 27．8覧　　」

女
業務資格 952 ．9髄 79

　
．69．2覧 8i33 ．3咒 26 ； 48．1覧

趣味教養 317 ．6、 2　 　 15．4瓢　唱 833 ．3覧 13　 24、1艶
合計 1丁 100．0覧 　　113

　 100 ．O覧 24100 ．0％
　　154

　 10α 0瓢

一 185一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


